
No. キャンパス 学部等 学科等 職名 氏　名 研究種目 研　究　課　題　名 課題番号

1 広島 地域創生学部 地域文化コース 教授 植村 広美 基盤研究(C)
移民の統合の観点からみた中国出身者の階層的地位と社会関係の形
成に関する実証的研究

22K02368

2 広島 地域創生学部 地域文化コース 教授 小川 俊輔 基盤研究(C)
南米ボリビアの日本人移住地における〈子どもの名づけ〉に関する社会
言語学的研究

22K00574

3 広島 地域創生学部 地域文化コース 教授 鄭　銀志 基盤研究(C)
第2次バチカン公会議以降の日本と韓国のカトリック典礼における服飾
変遷

20K02393

4 広島 地域創生学部 地域文化コース 教授 西本　寮子 基盤研究(C)
源氏物語享受の変容と平氏の動向に着目した始発期中世王朝物語の
成立と文化圏の研究

20K00292

5 広島 地域創生学部 地域文化コース 教授 柳川　順子 基盤研究(C) 中国中世初期における文学の質的転換に関わる研究 19K00376

6 広島 地域創生学部 地域文化コース 教授 和田 崇 基盤研究(B) スポーツイベントのレガシー効果に関する観光地理学的研究 19H04382

7 広島 地域創生学部 地域文化コース 教授 吉本和弘 基盤研究(C)
古典的英語圏児童文学作品の舞台化や映画化作品の現代批評理論
に基づく研究

22K00404

8 広島 地域創生学部 地域文化コース 准教授 岡本 弘道 基盤研究(C)
朝貢プロトコルの歴史性―周縁の戦略的選択からみた地域交流シス
テムの再検討―

21K00893

9 広島 地域創生学部 地域文化コース 准教授 栗原　武士 基盤研究(C)
カーヴァー作品における「食」と自然：環境文学作家としてカーヴァーを
読み直す

20K00418

10 広島 地域創生学部 地域産業コース 教授 重安 哲也 基盤研究(C)
分散協調学習の重要度判定に基づく被災者指向型災害情報炊き出し
システムの開発

21K11851

11 広島 地域創生学部 地域産業コース 教授 朴　唯新 基盤研究(C)
EVの設計思想(クローズド・インテグラル型対オープン・モジュラー型)に
関する考察

20K01941

12 広島 地域創生学部 地域産業コース 教授 平野　実 基盤研究(C)
日中韓機械産業の知識創造プロセスについての比較研究―知識創造
モデルの再検討―

20K01885

13 広島 地域創生学部 地域産業コース 教授 矢澤 利弘 基盤研究(C) ジャーロ映画研究：イタリア製サスペンス映画の国際展開 21K00132

14 広島 地域創生学部 地域産業コース 准教授 岡部 正幸 基盤研究(C) 順序性と解釈性を考慮した複合イベント処理ルールの半自動生成 21K12146

15 広島 地域創生学部 地域産業コース 准教授 広谷　大助 基盤研究(C) 動的スケジューリング問題に対する進化計算手法の開発 20K04985

16 広島 地域創生学部 地域産業コース 講師 加納 慶太 基盤研究(C)
デジタル社会に求められる職業会計士の役割・能力と今後の会計教育
のあり方

21K01816

17 広島 地域創生学部 健康科学コース 教授 杉山　寿美 基盤研究(C)
コロイド食品としての野菜のテクスチャーへの加熱調味の影響と新調
理システムへの展開

20K02408

18 広島 地域創生学部 健康科学コース 教授 谷本　昌太 基盤研究(C)
次世代シーケンサーを用いたおいしい魚を安心していただくための臭
気成分指標の確立

20K02346

19 広島 地域創生学部 健康科学コース 准教授 鍛島　秀明 基盤研究(C)
朝食が血管内皮機能および心理的・身体的ストレスに対する循環応答
に果たす役割

20K11607

20 広島 地域創生学部 健康科学コース 助教 岡田 玄也 若手研究
ヒト腸内細菌叢解析における食事調査手法の最適化・標準化に向けた
基礎的研究

22K13599

21 広島 地域創生学部 健康科学コース 助教 神田 雅子 基盤研究(C) 甘味と塩味による口腔内味覚刺激が胃排出に及ぼす影響について 22K02099

22 広島 地域創生学部 健康科学コース 助教 古田 歩 若手研究
魚の最適処理条件設定に向けたおいしさ特性の把握とテクスチャー発
現機構の解明

22K13611

23 広島 経営管理研究科
ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ専

攻
教授 江戸 克栄 基盤研究(C) 防災マーケティングによる避難行動促進の体系化と有用性 21K01742
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24 広島 経営管理研究科
ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ専

攻
教授 吉川 成美 基盤研究(C)

漂着プラスチック汚染への国際地域間の学び合いによる課題解決型エ
コツーリズム

22K12592

25 広島 センター
大学教育実践セン

ター
准教授 辻 文 基盤研究(C) 時刻に着目した熱中症予防法の検討：性差の影響 21K11337

26 広島 地域基盤研究機構 地域連携センター 教授 上水流 久彦 基盤研究(B)
日本植民地期遺産をめぐる歴史認識の文化人類学的研究－建築物の
ライフヒストリーから

19H01393

27 広島 地域基盤研究機構 宮島学センター 講師 大知 徳子 基盤研究(C) 厳島における近世文書の研究 21K00854

28 広島 地域基盤研究機構 地域基盤研究機構 講師 島川　龍載 若手研究
PHR事業実施主体の公的アカウンタビリティからみた普及阻害要因の
調査

20K18888

29 広島 人間文化学部 - 名誉教授 石川 一 学術図書 慈円『法華要文百首』全釈 22HP5032

30 庄原 生物資源科学部 地域資源開発学科 准教授 山本　幸弘 基盤研究(C)
リン脂質とトコフェロールの親和性に基づいた乳化系油脂の酸化防止
技術の開発

20K05911

31 庄原 生物資源科学部 生命環境学科 准教授 楠堀 誠司 基盤研究(C) 優れたソフトテニス・アンダーカット・サーブのボール飛翔解析研究 22K11578

32 庄原 生物資源科学部 生命環境学科 准教授 藤井 宣彰 基盤研究(C) 学校選択制度の見直しが学校と地域の関係に与える影響 21K01839

33 庄原 生物資源科学部 生命科学コース 教授 稲垣 匡子 基盤研究(C)
レプチンシグナルを基点とした新規モデルによる胃癌発生･抑制機序の
解明

22K07027

34 庄原 生物資源科学部 生命科学コース 教授 伊原 伸治 基盤研究(C) 基底膜タンパク質の局在決定機構と物理構造の必要性の解析 22K06209

35 庄原 生物資源科学部 生命科学コース 教授 齋藤　靖和 基盤研究(C)
細胞老化の成因とストレスの影響も考慮した細胞老化随伴分泌現象を
緩和する方法の探索

20K11627

36 庄原 生物資源科学部 生命科学コース 教授 菅　裕
新学術領域研究

（研究領域提案型）
漆の過去・現在・未来 21H00348

37 庄原 生物資源科学部 生命科学コース 教授 菅　裕 基盤研究(C) 細胞間コミュニケーションの起源―動物はどうやって多細胞化したか 22K06343

38 庄原 生物資源科学部 生命科学コース 教授 福永　健二 基盤研究(C)
遺伝資源保全のための,ゲノム情報を用いたアワ在来品種・実験系統
の多様性解析

20K06098

39 庄原 生物資源科学部 生命科学コース 准教授 阿部　靖之 基盤研究(C)
凍結保存後のウシGV期卵子におけるアポトーシス機構の解明と凍結
卵子の救助法の開発

20K06379

40 庄原 生物資源科学部 生命科学コース 准教授 長尾 則男 基盤研究(C)
新規タンパク質分解経路利用の肝細胞癌ならびに非アルコール性脂
肪性肝炎治療法開発

22K07239

41 庄原 生物資源科学部 生命科学コース 准教授 山下 泰尚 挑戦的研究(萌芽)
鉄依存的な脱メチル化によるライディッヒ細胞の成熟化が誘導する精
子形成の解明と応用

	22K19254

42 庄原 生物資源科学部 環境科学コース 教授 三苫 好治 基盤研究(B)
マグネタイト形成反応を利用した放射性セシウム汚染土壌の磁選分級
技術

20H04365

43 庄原 生物資源科学部 環境科学コース 教授 米村 正一郎 基盤研究(B)
永久凍土融解に伴うGHGsガス放出動態の定量化と生物地球化学メカ
ニズムの解明

20H04314

44 庄原 生物資源科学部 環境科学コース 准教授 橋本　温 基盤研究(C)
水循環システムを介した食中毒起因ウェルシュ菌の挙動とその消毒に
関する研究

20K04756

45 庄原 センター
大学教育実践セン

ター
准教授 岩田 貴樹 基盤研究(C)

地震波データと地殻変動データの統合解析で捉えるゆっくりすべりの
発生様式

21K11792

46 庄原 センター
大学教育実践セン

ター
准教授 大草　輝政 基盤研究(C) 想起説を軸としたプラトン知識論再評価のための基礎的研究 20K00039

47 庄原 総合学術研究科 ―
特別研究
員（PD）

藤内 慎梧 特別研究員奨励費 鉄が誘導するライディッヒ細胞の代謝亢進作用の解明とその応用 21J15868

48 庄原 総合学術研究科 ―
特別研究

員
傳保 聖太郎 特別研究員奨励費

細胞接着の起源－単細胞ホロゾアのラミニン・カドヘリン様遺伝子の機
能解明

20J23741
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49 三原 保健福祉学部 看護学コース 教授 青井 聡美 若手研究 筋肉内注射技術「伸ばす」「つまむ」に関する基礎的研究 21K17350

50 三原 保健福祉学部 看護学コース 教授 岡田 ゆみ 基盤研究(C) 就労女性のBinge飲酒対策―ICT学習教材の開発 22K10928

51 三原 保健福祉学部 看護学コース 教授 黒田　寿美恵 基盤研究(C)
地域で暮らすがん患者のエンドオブライフ充実に向けた外来-地域看
護連携モデルの構築

20K10764

52 三原 保健福祉学部 看護学コース 教授 津森　登志子 基盤研究(C)
モデル動物を用いて肥満による骨盤底筋の機能不全機序を形態学的
観点から解析する

20K11189

53 三原 保健福祉学部 看護学コース 教授 松森　直美 基盤研究(C)
多様な小児看護の場で働く看護師への倫理的看護実践強化プログラ
ムの構築

18K10436

54 三原 保健福祉学部 看護学コース 准教授 山中　道代 基盤研究(C) 「選択」する時の前頭葉血流の変動 19K11278

55 三原 保健福祉学部 看護学コース 講師 加利川 真理 若手研究
在宅がん患者の配偶者の肯定的な介護認識に着目した訪問看護師の
教育プログラムの開発

21K17413

56 三原 保健福祉学部 看護学コース 講師 三宅　由希子 基盤研究(C) 発熱・高体温に対する冷罨法技術のガイドライン開発に向けて 18K10203

57 三原 保健福祉学部 看護学コース 講師
渡辺　陽子
（半田陽子）

基盤研究(C)
選ぶこと，立つ・歩くことの支援が認知症高齢者とスタッフに及ぼす効
果

19K11121

58 三原 保健福祉学部 看護学コース 助教
土路生　明美

（東明美）
基盤研究(C)

発がんリスク遺伝子とライフスタイルに着目した小児がん経験者の生
活に関する探索研究

19K11011

59 三原 保健福祉学部 看護学コース 助教 中垣　和子 基盤研究(C)
ストーマを造設した独居高齢者の在宅療養移行期の生活を支える看
護実践モデルの開発

20K10998

60 三原 保健福祉学部 看護学コース 助教 鴨下　加代 基盤研究(C)
こどもセルフケア理論を用いた肥満傾向の発達障害児の看護外来プロ
グラム

22K10983

61 三原 保健福祉学部 看護学コース 助手 麻生　浩司 若手研究 統合失調症患者の転倒予防に向けた評価方法の開発に関する研究 20K19062

62 三原 保健福祉学部 看護学コース 助手 川野 綾 基盤研究(C)
乳汁産生の影響要因を探る：良好な腸内環境が生み出すエネルギー
調整に着目して

22K11037

63 三原 保健福祉学部 理学療法学コース 教授 飯田 忠行 基盤研究(C)
フレイルの発症メカニズムについての縦断的探索に基づく介入プログ
ラムの効果検証

21K11007

64 三原 保健福祉学部 理学療法学コース 教授 島谷 康司 基盤研究(B)
重度・重複障害児の教育を担う教師をサポートする教育計画等立案支
援システムの提案

22H01035

65 三原 保健福祉学部 理学療法学コース 教授 西上　智彦 基盤研究(C)
医療従事者のプレゼンティーズムの現状とその関連要因を考慮した介
入の効果検証

20K10409

66 三原 保健福祉学部 作業療法学コース 准教授 高木 雅之 若手研究
フレイル高齢者の社会参加を改善する集団セルフマネジメントプログラ
ムの開発

21K13479

67 三原 保健福祉学部 理学療法学コース 講師 積山　和加子 若手研究
下腿三頭筋への神経筋電気刺激療法を用いた透析中の受動トレーニ
ングプログラムの確立

20K19384

68 三原 保健福祉学部 理学療法学コース 助教 岡村 和典 基盤研究(C)
足関節内反捻挫予防トレーニングの再考：「内側に荷重しやすい足部」
に着目して

22K17675

69 三原 保健福祉学部 理学療法学コース 助教 佐藤　勇太 若手研究
関節拘縮予防を目的とした効果的な微弱電流療法の刺激条件に関す
る検討

20K19420

70 三原 保健福祉学部 理学療法学コース 助教 高宮　尚美 基盤研究(C)
有酸素運動が視空間認知に及ぼす影響：身体フレイル・頭頂葉機能連
関

20K11215

71 三原 保健福祉学部 作業療法学コース 教授 西田　征治 基盤研究(C)
認知症の人の活動の質評価（A-QOA）の開発：信頼性，妥当性と実装
可能性の検証

20K11055

72 三原 保健福祉学部 作業療法学コース 教授 林 優子 基盤研究(C)
発達課題のある子どもの教育選択に向けて保護者への適切な情報提
供のあり方の検討

22K02750

73 三原 保健福祉学部 作業療法学コース 教授 藤巻　康一郎 基盤研究(C)
社会交流技能を中心とした客観的補助評価指標に基づく大学生のうつ
病予測モデル作成

20K11561
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74 三原 保健福祉学部 作業療法学コース 教授 森 大志 基盤研究(C) 肢運動に伴う皮質運動領野の活動性増強メカニズムの検証 22K11375

75 三原 保健福祉学部 作業療法学コース 講師 田中 睦英 基盤研究(C)
経頭蓋磁気刺激と脳波周波数解析によるコグニティブ・フレイルの神経
基盤の探索

22K11455

76 三原 保健福祉学部 作業療法学コース 助教 織田　靖史 若手研究
感情調節困難患者に対するマインドフルネス作業療法介入マニュアル
の開発

19K19838

77 三原 保健福祉学部 作業療法学コース 助教 坂本 千晶 基盤研究(C)
認知症患者に効果的な早期退院支援プログラムの開発に向けた実践
的研究

22K11265

78 三原 保健福祉学部
コミュニケーション障

害学コース
教授 伊集院　睦雄 基盤研究(C)

読みの過程の言語普遍性：漢字語音読における拍数効果とそのメカニ
ズムに関する研究

20K00609

79 三原 保健福祉学部
コミュニケーション障

害学コース
教授 佐藤 紀代子 基盤研究(C)

高度聴覚障害者における人工内耳の可能性の検証ーQOL改善のため
の支援法の構築ー

21K02689

80 三原 保健福祉学部
コミュニケーション障

害学コース
教授 城本　修 基盤研究(C) 学校教員の音声疲労の予防プログラムの構築 19K11302

81 三原 保健福祉学部
コミュニケーション障

害学コース
教授 坊岡 峰子 基盤研究(C)

失語症者の実用的コミュニケーション能力に着目した支援プログラムの
開発と活用

21K02047

82 三原 保健福祉学部
コミュニケーション障

害学コース
准教授 渡辺　真澄 基盤研究(C) 動詞活用規則のエニグマ‐多すぎる規則は使われない 20K00574

83 三原 保健福祉学部
コミュニケーション障

害学コース
助教 小畠 理恵子 基盤研究(C)

口腔交互反復運動を用いた発達性協調運動障害のスクリーニングと
評価における有用性

22K02774

84 三原 保健福祉学部 人間福祉学コース 教授 田中 聡子 基盤研究(C)
離婚前後の母の支援アクセスを阻害する要因の解明および包括的支
援体系モデルの構築

22K02009

85 三原 保健福祉学部 人間福祉学コース 教授 田中 聡子
国際共同研究加速基
金（国際共同研究強化

福祉サービスの質と政策評価ー東アジア3ヵ国
(日本・韓国・中国)を中心にー

22KK0024

86 三原 保健福祉学部 人間福祉学コース 教授 細羽　竜也 基盤研究(C)
介護労働者のキャリア変更が職業性ストレスとワーク・エンゲイジメント
に与える影響

20K03418

87 三原 保健福祉学部 人間福祉学コース 教授 松宮 透高 基盤研究(C)
子ども虐待対策における精神科医療機関の機能活用の実態把握とそ
の促進システム開発

21K02048

88 三原 保健福祉学部 人間福祉学コース 准教授 江本　純子 基盤研究(C) 労働システムと地域社会に新しい可能性を開く障害者雇用 20K02138

89 三原 保健福祉学部 人間福祉学コース 准教授 越智　あゆみ 基盤研究(C)
自己教育力に着目した精神保健福祉士の資質向上支援策の構築と効
果検証

20K02266

90 三原 保健福祉学部 人間福祉学コース 准教授 澤田　千恵 挑戦的研究(萌芽)
精神障害をめぐる「リカバリー・ループ効果」の促進要因を明らかにす
る

20K20784

91 三原 保健福祉学部 人間福祉学コース 講師 志賀　信夫 若手研究 「階級」関係から検討する貧困理解および貧困対策に関する研究 20K13729

92 三原 保健福祉学部 人間福祉学コース 講師 吉田　倫子 基盤研究(C)
地域性に基づいた住宅および医療・福祉分野の連携による居住支援
システムの構築

20K02369

93 三原 保健福祉学部 人間福祉学コース 助教 湯川　順子 基盤研究(C)
エイジング・イン・プレイス政策におけるインフォーマル・ケアの制度化
に関する研究

20K02186

94 三原 助産学専攻科 助産学専攻科 准教授 宮下　ルリ子 基盤研究(C)
助産学生から始めるアドバンス助産師育成のためのAL型3年プログラ
ムの開発ー基礎編

19K11072

95 三原 保健福祉学部 ― 名誉教授 友定 賢治 基盤研究(B)
『瀬戸内海言語図巻』の追跡調査による音声言語地図の作成と言語変
容の研究

21H00530
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